
Title タイ・チュラーロンコーン大学での日本語教育実習報
告

Author(s) 池内, 優香

Citation 日本語講座年報. 2025, 2023-2024, p. 29-32

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/102673

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



- 29 - 
 

タイ・チュラーロンコーン大学での日本語教育実習報告 

 

池内 優香 

 

1. はじめに 

 筆者は2023年6月から2024年 3月までの約10ヶ

月間、タイにあるチュラーロンコーン大学にて日本

語教育実習の機会をいただいた。筆者にとってタイ

へ行くのは初めてであったが、海外での日本語教育

実習も初めての経験であった。本稿では、この教育

実習について報告する。 

 

2. チュラーロンコーン大学について 

チュラーロンコーン大学は、1917年に設立された

タイで最初の高等教育機関であり、最も古い歴史を

有する国立大学である（科学技術振興機構 HP）。19の

学部を有しており（チュラーロンコーン大学 HP）、筆

者は、文学部東洋言語学科日本語講座にて実習を行

なった。 

東洋言語学科に所属する日本語専攻の学生、およ

び、副専攻として日本語を学習する学生の数は以下

の表 1の通りである。 

表 1 チュラーロンコーン大学日本語学習者数 

（2024年 1月時点） 

クラス名 学年等 人数 

日本語専攻 1年生 55人 

日本語専攻(主専攻) 2年生 34人 

日本語専攻(主専攻) 3年生 29人 

日本語専攻(主専攻) 4年生 38人 

日本語副専攻 N4以上 80人 

 アカデミックイヤーは、前期が 8月初旬から 12月

初旬、後期が 1月初旬から 5月初旬である。 

バンコクの中心地に位置しており、立地がとても

良い。筆者が実習期間中に滞在していた学生寮もキ

ャンパスの敷地内にあり、文学部までは徒歩で約 20

分、学内を走る無料バスでは約 5 分で行くことがで

きる。この学内バスは運行状況を確認できるアプリ

もあり、非常に便利であった。 

 

3. 実習内容 

 筆者の実習内容は大きく分けて、チュラーロンコ

ーン大学の学部学生向けの授業、外部の社会人向け

日本語コース、日本語講座公式 Facebookのコンテン

ツ制作であった。この他にも、課外学習や他大学の

イベントへの参加の機会も得た。これについては、4

章で詳述する。 

 

3.1. 学部学生向け授業 

①日本語副専攻学生向け会話授業 

 前期は、ユッパワン先生ご担当の日本語副専攻学

生向けの授業に、TAとして参加した。教材は先生の

オリジナル教材で、「勧誘―返答」「依頼―応答」な

どといった機能別で構成されている。授業の流れは

以下の通りである。タイ語で導入がされた後、練習

問題を行う。授業後、学習した内容のロールプレイ

（以下、RP）を作成する課題が出され、学生は、次回

授業までにスクリプトを提出する。次回授業の冒頭

で課題の RP を発表し、それに対しフィードバック

（以下、FB）を行うという流れである。筆者は、この

うち、テキストにある練習問題、RPの場面作成、RP

の添削および FBを担当した。  

毎回の授業の他に、中間・期末試験の問題作成や

採点、口頭試験のロールプレイの相手役など、試験

に関わるさまざまなことをさせていただいた。筆者

にとってテストの作成や採点は初めての経験であっ

たため、テスト作成時の注意点や採点基準の設定な

ど、細かいところまで考えられていることに気づか

された。日本では学生側の立場でしか経験がない筆

者にとって、このように教師側の立場を経験できた

ことは、とても貴重な経験であった。 

 基本的には TA として上述した内容を担当したが、

筆者一人で授業を担当する機会も与えていただいた。

普段はタイ語でのサポートがある中での授業であっ

たため、日本語のみでの授業で学生にしっかりと伝

わるか、学生がついてこられるか、不安も大きかっ

たが、授業までに何度も先生とも打ち合わせをさせ

ていただき、無事に終えることができた。 

 

②日本語副専攻学生向けビジネスメール授業 

 後期は、ユッパワン先生ご担当の日本語副専攻の.

オリジナルの教材で、敬語の確認から始まり、「お知
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をお持ちのタイ人の先生方が、筆者のところへ日本

語の質問に来てくださり、筆者の意見をしっかりと

聞いてくださる姿勢には、先生方の向上心の高さを

感じ、強く感銘を受けた。 

最後に、実習を受け入れてくださりご指導くださ

ったチュラーロンコーン大学のチョムナード先生、

ユッパワン先生に感謝申し上げます。魚介類にアレ

ルギーがあり、満足にタイ料理が食べられない私を

いつも気遣ってくださり、本当にありがとうござい

ました。わずかな滞在期間中に二度もコロナにかか

ってしまい、コロナを含めて四度も高熱を出してし

まった私を、温かく受け入れてくださり、本当に申

し訳なく感じながらも感謝でいっぱいです。実習の

内容についても、ユッパワン先生には、研究室に授

業前にアポ無しで突撃することも何度もありました

が、それでも「未来の日本語教師のためだから」と、

いつも嫌な顔ひとつせず手を止めてアドバイスをく

ださり、とても感謝しております。また、パンラナン

さんにはいつもお世話になりっぱなしでしたが、特

にコロナになってしまった時に、たくさん差し入れ

をしてくださり、本当にありがとうございました。

日本人講師として勤務されている渡邉先生にも、タ

イでの生活のノウハウなど、色々なことを教えてい

ただきました。渡邉先生がいてくださって本当に心

強かったです。ありがとうございました。このよう

な機会を与えてくださった筒井先生をはじめとする

大阪大学の先生方にも心より感謝申し上げます。 
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